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VI．#2050 すいたストーリー 

 募集概要 

 募集の目的 

20 歳代以下の若い世代を中心に吹田市の将来についての意見聴取、また、第４次総合計画見

直しに向けた機運醸成を目的に、「#2050 すいたストーリー」と題して「あなたの思い描く 2050 年のす

いた」（「2050 年は、こんな吹田だったらいいな」という声）を募集した。 

高校生を対象としたプレ企画では、吹田市の未来を思い描いた「2050 年（2032 年）のある日、

吹田市に暮らす私の日記」として募集した。 

 

 募集期間 

令和４年（2022 年）10 月 15 日～12 月 31 日 

（プレ企画は令和４年（2022 年）６月に実施） 

 

 対象 

・吹田市に関心がある方、「IV．吹田市のまちづくりに関する大学生アンケート」の調査対象者 

・千里高校１年生（国際文化科４クラス）の生徒（プレ企画） 

 

 募集方法 

市ホームページの専用回答フォーム又は Twitter からの投稿、及び本市企画財政室による講義・

授業の出席者からの提出 

 

 募集結果 

258 件（千里高校でのプレ企画（令和４年（2022 年）６月実施）を含む） 

 

 募集テーマ 

・あなたの思い描く 2050 年のすいた 

・「2050 年（2032 年）のある日、吹田市に暮らす私の日記」（プレ企画） 
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 募集結果 

 「#2050 すいたストーリー」の例 

応募された内容の例は下記のとおりである（抜粋し、一部加工）。 
 

図表 VI-1 「あなたの思い描く 2050年のすいた」内容の例 

・2050 年は様々な面でより発展した市であり、子供から高齢者まで安心して暮らせるような、ずっと

住み続けたいと思えるような吹田市であってほしい。 

・現在よりも全体的に活気があり、犯罪や環境汚染などがなく、老若男女・大人・子供・障がい者問

わず安心して暮らし続けることができ、市外の方々から「ここに行ってみたい」「ここに来て本当によ

かった」、そして市民から「ここにずっと暮らし続けたい」「ここに住んで本当によかった」と思われるよう

な吹田市であってほしい。 

・老若男女問わず、みんなが住みやすい環境であり、少子高齢化が進む中、吹田市は将来を担う

子供たちで賑わっているまちであってほしい。 

・人と人とが助け合い、困っている人がいたらその場にいる皆でその人をサポートしたりできる人間関係

のいいまち、将来の宝である子供がすくすく育つことのできる子供とその保護者に優しいまちであって

ほしい。 

・犯罪が少ないまちだったらいいなと思う。安全なまちだとみんなが安心して暮らせる。まちがきれいだっ

たらいいなと思う。公園や道路にゴミがなかったら気持ちよく過ごせる。 

・誰もが笑顔で、住み心地がよく、いろんなものがあり、利便性においても環境においても大阪で一番

になってほしい。 
 

図表 VI-2 プレ企画「2050年のある日、吹田市に暮らす私の日記」内容の例 

2050 年 5 月 12 日 快晴 

 世界、日本、そして各自治体が地球温暖化防止に取り組んできた結果、ようやく春を感じられた

気がする。天気がよく湿度も高くない。吹田市はさらに緑も増え、自治体によって誰もが住みやす

い街になったなと実感する。 

 吹田市では各家庭に、子供の教育のための支援金が配られている。そのおかげで子供を持つ人

が増え、少子高齢化の問題も解消されつつある。子供たちがストレスなく元気に暮らせる素晴らし

い街になった。 

 この町ではコロナ禍の後で活気のなくなった人々を元気にさせたいという思いで、たくさんの行事を

実施し、おかげでみんながフレンドリーで思いやりのある素晴らしい街になった。これからも故郷であ

る吹田市とともに生きていきたいと思う。 
 

2050 年 12 月 24 日  

 今日は朝からよく晴れた天気だった。12 月だというのに気温が 24℃だったというのは、私が学生

の頃では信じがたい話だろう。ホワイトクリスマスという言葉が懐かしい。 

 私は現在、吹田市に家族 4 人で暮らしている。もともとは、他の街に住んでいたのだが、約 80

年も前に作られた千里ニュータウンの古くなった団地やマンションを再整備・リノベーションし、再生利

用しているという話に興味を持ち、ここ吹田に越してきたのだ。吹田はとても住心地がよく、子育て

にもとても良心的なので、この街に住み続けたいと思えるのだ。 

 今日で今年の勤務が終了し、長期休暇に入った。私の職業は、AI やロボットの自動制御システ

ムのコントロールや管理などで、在宅勤務である。30 年前のコロナウイルス感染によって在宅勤務

の技術が急速に発達し、現在では在宅勤務が当たり前になった。また、家事の省力化や育児負

担の軽減の観点から、ほとんどのことを家の中で完結できるようにもなった。なので、今日はクリスマ

スということもあり、妻や息子たちと共に過ごした。今日はとても有意義な一日だった。明日からの長

期休暇がとても楽しみだ。 
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 総合計画の大綱ごとによる分類 

意見を、総合計画の８つの大綱ごとに分類した結果は下記のとおり。 

 

大綱 

キーワード（抜粋）（意見の多かったものに下線） 

「2050 年は、こんな吹田だったら 

いいな」 

「2050 年のある日、吹田市に暮らす 

私の日記」 

大綱１ 

人権・ 

市民自治 

・人柄がとてもよい、人が優しい 

・人権が尊重され、等しく守られる 

・平和 

・さまざまな人の交流、地域交流がある 

・地域でのコミュニティ活動の活性化 

・住民参加型のまちづくり 

・高齢者と若い人たちが交流できる場所 

・市が発信する情報がおもしろい 

・多様性がある 

・「自分の半径２メートル程度の範囲の

吹田」を大切にして自分たちで守って

いこうと思っている人が多い 

・ジェンダー平等 

・同性婚制度の確立  

・多様性（人権・人種・障がい）理解

の浸透 

・女性の社会進出  

・移民の増加 

・ネット投票 

・市内行事の充実 

・地域コミュニティの消失 

・非核化と戦争への批判の強まり 

・第３次世界大戦 

大綱２ 

防災・防犯 

・治安がよい、犯罪がない 

・事故がない 

・防災力・意識の向上 

・地震予知の技術の向上 

・災害や犯罪の有事の際に誰一人見捨

てられない 

・テロ事件発生 

・台風発生抑制技術による台風のない

世界の実現 

大綱３ 

福祉・健康 

 

・高齢者・障がい者に優しい 

・喫煙率０％ 

・医療が充実 

・動物虐待ゼロ 

・人と人とが助け合い、困っている人がい

たらその場にいる皆でその人をサポート

できる 

・障がい者が不自由なくみんなが助け合

いながら暮らせる 

・「助けて」と素直に言え「気軽に助け合

い」ができる 

・高齢者、大人、子供たち全員が活発 

・誰にとっても住みやすい 

・コロナ収束、新たな感染症の流行  

・人口減少、少子高齢化の進展    

・少子高齢化に歯止め、人口増  

・肥満増 

・オンライン診療の普及 

・平均寿命の延伸 

・後期高齢者の運転の原則禁止 

・がんワクチンの開発 

・整形手術の進歩と浸透 

・安楽死の合法化 

・高齢者施設の増加、年金減少、孤独

死の増加 
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大綱 

キーワード（抜粋）（意見の多かったものに下線） 

「2050 年は、こんな吹田だったら 

いいな」 

「2050 年のある日、吹田市に暮らす 

私の日記」 

大綱４ 

子育て 

・学び 

・子育て支援の充実 

・出産、育児をしやすい環境 

・子供がのびのびと成長できる 

・子供と保護者に優しい 

・子供のための施設の充実 

・将来を担う子供たちで賑わう 

・放課後に過ごしやすい 

・児童虐待がない 

・子育て支援の充実  

・教育現場でのオンライン化・ペーパー 

レス化 

・待機児童ゼロ 

・教育現場へのロボット導入 

・教育現場における国際交流の活性化 

・小中合同部活動 

・学校での熱中症対策 

・大学まで学費無償化 

・リカレント教育の必要性 

大綱５ 

環境 

・ゴミがなく、きれい 

・歩きタバコがない 

・空気がきれい 

・ゼロカーボンの達成 

・太陽光パネル 

・ゴミが少なくリサイクルが多くできている 

・地球温暖化の進行、異常気象、海面

上昇 

・地球温暖化に歯止め、環境問題の 

解決 

・代替エネルギーの普及  

・緑地面積の増加、リサイクル率 90％ 

・生態系の急変 

・魚が食べられなくなる 

・オゾン層の破壊、森林破壊の進行 

・ごみ問題の解決 

・食料不足、人口肉技術の発達 

大綱６ 

都市形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・交通利便性の向上 

・緑が多い、自然が身近 

・バリアフリー化が進展 

・歩道・自転車専用道の整備 

・坂道・階段の負担軽減 

・インフラの整備・維持管理 

・街灯の充実 

・子供が遊ぶ場所、公園が充実 

・違法駐輪ゼロ、交通渋滞ゼロ 

・日常的に活用できるウォーキングエリア

がある 

・大学生や地域住民との交流が盛んな

賃貸住宅がある 

・ドローンの普及（輸送技術の進歩） 

・空飛ぶ車   

・電気自動車、自動運転 

・地下道路の発達 

・移動技術の進歩、リニアモーターカーの

新型車両 

・超高層ビルの建設、景観の改善 

・千里ニュータウンの再整備・リノベー  

ション 

・公園でスマホやゲーム 
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大綱 

キーワード（抜粋）（意見の多かったものに下線） 

「2050 年は、こんな吹田だったら 

いいな」 

「2050 年のある日、吹田市に暮らす 

私の日記」 

大綱７ 

都市魅力 

 

 

 

 

・観光地、娯楽、飲食店の充実により、

人々で賑わっている 

・誰もが知っている、大阪のシンボルの 

ような存在 

・外国人も過ごしやすい 

・グローバル化の推進 

・もっと吹田くわいが有名になっている 

・AI などを活用した商業や製造の機械

化の進展 

・働きやすい 

・ドーム球場の設置 

・世界的なスポーツのビッグイベントを  

開催 

・居心地がよい 

・「吹田市っていいよね」って思っている人

が多い 

・「ここにずっと暮らし続けたい」と思われる 

・子供から大人まで多くの人に愛される 

・テレワーク  

・AI・ロボットの普及による雇用減少   

・定年延長（70 歳、85 歳） 

・女性社員の増加・女性の就業率上昇 

・労働時間の減少 

（１日６時間、週休３日、自由な  

労働時間） 

・障がい者が働きやすい 

・通勤への回帰 

・観光客の増加 

 

その他 

（分野横断

的なもの） 

・みんなが笑顔で過ごせる 

・どの世代の人にも優しい 

（子供から高齢者まで安心して暮ら

せる、老若男女・大人・子供・障がい

のある人問わず安心して暮らし続ける

ことができる） 

・若者と高齢者が手を取り合い優しい 

雰囲気 

・持続可能な社会をめざしている 

・どんなことがあっても乗り越えられる 

・みんながハッピー 

・日本で一番いいまち 

・AI の進歩・浸透  

・技術（情報、映像、バイオ燃料）の

進歩 

・宇宙政策・宇宙旅行  

・家事の省力化・自動化  

・メタバースの発展 

・アフリカが先進国に 

・無人レジの浸透 

・少子高齢化や AI 導入に伴う市民の

所得低下・税収の低下 

・物価高騰 

・経済格差の拡大 

・スマホ依存症 

 

  


